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八日市護国の町並み
　内子町の八日市護国地区には、江戸後期
から明治時代にかけての建物が残る町並み
があります。黄色味を帯びた漆

しっ

喰
くい

壁などが特
徴で、約600㍍の街道沿いに93棟の伝統的建
造物、₃件の国の重要文化財が残されていま
す。昭和57年に四国で初めて国の「重要伝統
的建造物群保存地区」に選定され、今年で40
周年の節目となりました。
　内子の町並みには歴史的な建物だけでは
なく、昔ながらの暮らしや伝統文化が根付い
ています。₈月には笹飾りが並び、中秋の名
月の時期には観月会が開かれます。今年は内
子の町並みをゆっくり散策してみませんか。
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愛
媛
県
町
村
会
は
、
5
月
9
日
午
後
1

時
10
分
か
ら
松
野
町
役
場
2
階
議
場
兼
大

会
議
室
で
第
1
回
全
員
連
絡
会
を
開
催
し

た
。

　

会
議
に
は
、
県
内
9
町
長
が
出
席
し
た
。

【
第
1
回
全
員
連
絡
会
】

₁　

開　

会

₂　

会
長
あ
い
さ
つ

₃　

議
長
選
出

₄　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

₅　

協
議
事
項

　

⑴　

県
市
町
振
興
課
か
ら
の
連
絡
事
項

に
つ
い
て

　
　

①　

県
内
市
町
の
庁
舎
内
ク
ラ
ス
タ

ー
等
発
生
時
継
続
業
務
の
支
援
体

制
に
つ
い
て

　
　

②　

行
革
甲
子
園
2
0
2
2
の
応
募

に
つ
い
て

　
　
　

森
市
町
振
興
課
長
か
ら
説
明
が
あ

り
、質
疑
、異
議
い
ず
れ
も
な
く
、一

同
了
承
し
た
。

　

⑵　

令
和
4
年
度
町
等
公
平
事
務
委
託

費
の
負
担
に
つ
い
て

　

⑶　

令
和
4
年
度
町
職
員
研
修
会
実
施

計
画
に
つ
い
て

　
　

⑵
・
⑶
に
つ
い
て
は
、
本
会
事
務
局

長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
異
議
な
く
、
一

同
了
承
し
た
。

₆　

報　

告

		

⑴　

令
和
4
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・

議
長
大
会
に
つ
い
て

		

⑵　

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
（
自

治
労
）
愛
媛
県
本
部
の
要
請
書
に
つ

い
て

　
　

⑴
・
⑵
に
つ
い
て
は
、
本
会
事
務
局

長
が
報
告
し
、
一
同
了
承
し
た
。

		

⑶　

防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
等
に
つ

い
て

　
　
　

佐
川
会
長
か
ら
報
告
が
あ
り
、
一

同
了
承
し
た
。

₇　

そ
の
他

　

⑴　

次
回
の
本
会
全
員
連
絡
会
の
開
催

に
つ
い
て

		　
　

本
会
事
務
局
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、

次
回
は
、
松
山
市
内
に
お
い
て
開
催

す
る
こ
と
で
一
同
了
承
し
た
。

　

⑵　

瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
・
国
際
サ

イ
ク
リ
ン
グ
大
会
に
つ
い
て

　
　
　

佐
川
会
長
か
ら
説
明
し
、
一
同
了

承
し
た
。

　

以
上
を
も
っ
て
議
案
の
審
議
等
を
終
了

し
た
の
で
、
午
後
1
時
40
分
に
閉
会
し
た
。

松
野
町
新
庁
舎
見
学
・

　
　
　

松
野
町
内
視
察

�

　
愛
媛
県
町
村
会

　

全
員
連
絡
会
終
了
後
、
松
野
町
新
庁
舎

の
見
学
及
び
松
野
町
内
視
察
を
行
っ
た
。

松
野
町
新
庁
舎
の
見
学
で
は
、
戎
庁
舎
建

設
室
長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
松

野
町
内
視
察
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
息

吹
、
目
黒
ふ
る
さ
と
館
、
滑
床
渓
谷
の
3

箇
所
を
視
察
し
た
。

第
１
回
全
員
連
絡
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会
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【ＮＰＯ法人森の息吹】

【
目
黒
ふ
る
さ
と
館
】

【松野町新庁舎】

　「まつのジビエ」は、愛媛県松野町の NPO法人「森の息
吹」が生産・販売する、上質な国産鹿肉ジビエです。「森の
国」と呼ばれる松野町近隣で捕れた鹿を、町指定の加工施設
で、職人の手で解体・精肉し、自信を持ってお届け出来る鹿
肉のみを、厳選して販売しております。

　
目
黒
ふ
る
さ

と
館
は
、
松
野

町
に
伝
わ
る
昔

な
が
ら
の
庄
屋

屋
敷
を
再
現
し

た
資
料
館
で
す
。

昭
和
初
期
ま
で
、

実
際
に
使
用
さ

れ
て
い
た
農
具

等
も
納
屋
に
展

示
さ
れ
て
お
り
、

当
時
の
生
活
や

文
化
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。
江
戸
時
代

の
蔵
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
展
示
室
に
は
、
学
術
上
も
大
変
貴
重
な
資
料

と
さ
れ
て
い
る
「
目
黒
山
形
関
係
資
料
」
が
展
示
さ

れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
の
初
め
に
製
作
さ
れ
た
木
彫

り
の
地
形
模
型
で
あ
る
「
目
黒
山
形
」
や
、
こ
れ
に

関
わ
る
「
敷
絵
図
」、「
裁
許
絵
図
」、「
文
書
記
録
類

（
2
0
0
点
以
上
）」
が
国
の
重
要
文
化
財
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

仕切り板を設置したオープンカウンター

図書・学習コーナー（夜間・休日も利用可能）

太陽光発電システム表示
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令
和
４
年
度

新
規
採
用
職
員
研
修
会
を
開
催

「講　話」　
講師：佐川会長（砥部町長）

研　修　会

　

昨
年
度
の
新
規
採
用
職
員
研
修
会
に
つ

い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
動
画
配
信
と
な
っ
た
が
、

本
年
度
は
令
和
4
年
度
町
職
員
研
修
会
実

施
計
画
に
基
づ
き
、
令
和
4
年
度
採
用
職

員
を
対
象
と
し
た
新
規
採
用
職
員
研
修
会

を
5
月
17
、
18
日
に
愛
媛
県
県
民
文
化
会

館
で
開
催
し
た
。

　

新
規
採
用
職
員
研
修
会
の
修
了
証
書
に

替
え
て
「
受
講
者
名
簿
」
を
掲
載
す
る
。

【
新
規
採
用
職
員
研
修
会
の
研
修
内
容
】

・
会
長
講
話　
　
　
　

佐
川　

秀
紀　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
予
郡
砥
部
町
長
）

・
公
務
員
の
あ
り
方　

　
　

愛
媛
県
市
町
振
興
課　
　
　

　
　
　
　
　
　

主
幹　

古
田　

啓
治　

氏

・
公
文
書
の
作
成
と
扱
い
方　
　
　

　
　

愛
媛
県
市
町
振
興
課　

　
　
　
　
　
　

主
幹　

廣
瀬　

智
也　

氏

・
地
方
自
治
・
財
政
・
税
の
し
く
み　
　

　
　

愛
媛
県
市
町
振
興
課　

　
　
　
　

行
政
係
長　

米
田　

祐
司　

氏

・
自
己
啓
発
・
マ
ナ
ー　

　
　

全
日
本
作
法
会　

　
　
　
　
　
　

教
授　

山
辺　

桂
子　

氏

・
電
話
応
対　

　
　

テ
ル
ウ
ェ
ル
西
日
本　

　
　
　
　

教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

　
　
　
　
　
　
　
　

祁
答
院　

千
秋　

氏

・
地
方
公
務
員
共
済
制
度　

　
　

愛
媛
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合　

　
　
　
　

総
務
課
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
友　
　

望　

氏

　

研
修
会
受
講
者
は
、
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

令
和
4
年
度
「
新
規
採
用
職
員
研
修
会
」

受
講
者
名
簿　
　
　
　
　
　
　
　

 
町　

名　
　

 

課　

名　
　
　
　
　

 

氏　

名

上
島
町　

住
民
課　

	

　

吉
越　

啓
人

 　

〃 　
　

農
林
水
産
課	　
　
　

河
本　

嶺
也

 　

〃 　
　

農
林
水
産
課	

　
　

西
原　

宏
大

久
万
高
原
町　

総
務
課	

　
　

白
石　
　

充

 　

〃 　
　

住
民
課	
　
　
　
　

菊
池　

菜
月

 　

〃 　
　

教
育
委
員
会	

　
　

堀
尾　

拓
未

 　

〃 　
　

ふ
る
さ
と
創
生
課

	

　
　

ジ
ョ
ー
ン
ズ
か
お
り

 　

〃 　
　

建
設
課	

　
　
　
　

岡
田　

太
陽

 　

〃 　
　

保
健
福
祉
課	

　
　

山
岡　

千
紗

 　

〃 　
　

保
健
福
祉
課	

　
　

越
智　
　

遥

松
前
町　

町
民
課	

　
　
　
　

大
東　

陽
祐

 　

〃 　
　

会
計
課	

　
　
　
　

澤
田
廉
太
郎

 　

〃 　
　

財
政
課	

　
　
　
　

藤
田　

裕
希

 　

〃 　
　

危
機
管
理
課	

　
　

野
嶋　

彩
奈

 　

〃 　
　

福
祉
課	

　
　
　
　

三
好　

優
真

 　

〃 　
　

保
険
課	

　
　
　
　

武
智　

大
輔

 　

〃 　
　

保
険
課	

　
　
　
　

水
元　

姫
歌

 　

〃 　
　

子
育
て
・
健
康
課	　

渡
辺
ゆ
め
子

 　

〃 　
　

子
育
て
・
健
康
課	

内
田　
　

舞

 　

〃 　
　

ま
ち
づ
く
り
課	

　

別
宮　

琉
衣

 　

〃 　
　

松
前
ひ
ま
わ
り
保
育
所	

澤
田　

侑
奈

 　

〃 　
　

松
前
ひ
ま
わ
り
保
育
所	

石
川　

忠
相

松
前
町　

白
鶴
保
育
所	

　
　

木
下　

佳
那

砥
部
町　

社
会
教
育
課	

　

西
岡　
　

陸

 　

〃 　
　

子
育
て
支
援
課	

　

宮
下　

琴
美

 　

〃 　
　

保
険
健
康
課　

	

　

千
崎　
　

天

 　

〃 　
　

建
設
課　
　
　
　

	

中
川　

寿
克

 　

〃 　
　

麻
生
保
育
所　

	

　

矢
野　
　

遥

内
子
町　

総
務
課　
　
　
　

	　

酒
井　

成
実

 　

〃 　
　

総
務
課　
　
　
　

	　

林　

隆
太
郎

 　

〃 　
　

住
民
課　
　
　
　
　

	

唐
津　

京
子

 　

〃 　
　

税
務
課　
　
　
　
　

	

稲
瀬　

清
美

 　

〃 　
　

税
務
課　
　
　
　
　

	

八
塚　

恵
蓮

 　

〃 　
　

保
健
福
祉
課　
　

	

井
上　
　

栞

 　

〃 　
　

保
健
福
祉
課	

　
　

柴
田
順
之
介

 　

〃 　
　

環
境
政
策
室	

　
　

山
田　

琉
聖

 　

〃 　
　

建
設
デ
ザ
イ
ン
課	　

竹
田　

隆
真

 　

〃 　
　

建
設
デ
ザ
イ
ン
課	　

筒
井　

大
稀

 　

〃 　
　

町
並
・
地
域
振
興
課	

玉
井　

映
地

 　

〃 　
　

小
田
自
治
セ
ン
タ
ー	

中
村　

花
楓

 　

〃 　
　

内
子
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

	
　
　

加
藤
実
乃
里

内
子
町　

保
健
セ
ン
タ
ー　

	

尾
上　

杏
奈

 　

〃 　
　

内
子
幼
稚
園　
　
　

	

西
野　
　

悠

 　

〃 　
　

五
十
崎
こ
ど
も
園　

	

中
岡　

綾
香

 　

〃 　
　

五
十
崎
こ
ど
も
園　

	

和
田　

萌
花

伊
方
町　

総
務
課　

	

鳥
津　

胤
満

 　

〃 　
　

町
民
課　

	

三
好　

章
大

 　

〃 　
　

瀬
戸
支
所　

	

山
田　

琉
人

 　

〃 　
　

保
健
福
祉
課　

	

清
水　
　

梓

 　

〃 　
　

農
林
水
産
課　

	

佐
々
木
冬
威

 　

〃 　
　

上
下
水
道
課　

	

田
中　

達
也

 　

〃 　
　

教
育
委
員
会
事
務
局	

二
宮
麻
衣
子

 　

〃 　
　

建
設
課	

　
　

河
野　

雅
功

 　

〃 　
　

建
設
課	

　
　

井
上　

飛
鳥

 　

〃 　
　

建
設
課	

　
　

加
藤　

誠
也

 　

〃 　
　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー	

山
本　

鮎
美

 　

〃 　
　

中
央
公
民
館	

　

井
上
葉
由
季

 　

〃 　
　

三
崎
保
育
所　

	

梶
原　

由
紀

 　

〃 　
　

三
崎
保
育
所　

	

岩
井　

美
優

 　

〃 　
　

瀬
戸
診
療
所　

	

田
村　

令
華

 　

〃 　
　

瀬
戸
診
療
所　

	

井
上　
　

愛

松
野
町　

保
健
福
祉
課　

	

黒
川　

美
央

 　

〃 　
　

中
央
診
療
所　

	

金
谷　

優
貴

 　

〃 　
　

虹
の
森
ま
つ
の
保
育
園	

大
野　

千
尋

 　

〃 　
　

虹
の
森
ま
つ
の
保
育
園	

武
田　

一
華

鬼
北
町　

町
民
生
活
課	

　

葛
本　

裕
貴

 　

〃 　
　

町
民
生
活
課　
　

	

東
谷　

一
彪

 　

〃 　
　

水
道
課　
　
　
　

	

坂
本　

純
平

 　

〃 　
　

近
永
保
育
所　
　

	

髙
田　

涼
香

 　

〃 　
　

さ
く
ら
保
育
所　

	

武
岡　

麻
菜

 　

〃 　
　

好
藤
保
育
所　
　

	

清
家　

由
貴

 　

〃 　
　

小
倉
保
育
所　
　

	

寺
島　

美
咲

 　

〃 　
　

み
ど
り
保
育
所　

	

葛
本　

朋
伽

愛
南
町　

税
務
課　
　
　
　

	

舩
田　
　

晟

 　

〃 　
　

防
災
対
策
課　
　

	

近
平
佳
多
朗

 　

〃 　
　

水
産
課　
　
　
　

	

柏
原　
　

開

 　

〃 　
　

水
産
課　
　
　
　

	

賀
屋　

啓
太

 　

〃 　
　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー	

清
水　
　

樹

 　

〃 　
　

保
健
福
祉
課　
　

	

森
下　

未
結

愛
媛
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

　
　
　
　
　

年
金
課　
　
　
　

	

山
口　

英
里

 　

〃 　
　

施
設
課　
　
　
　

	

松
谷　

真
晴
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令
和
４
年
度
町
村
議
会

　
 

議
長
・
副
議
長
研
修
会

　�
　
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
く

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
令

和
4
年
度
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修

会
が
、
5
月
30
日
に
、
東
京
・
国
際
フ
ォ

ー
ラ
ム
ホ
ー
ル
Ａ
で
開
催
さ
れ
、
本
県
か

ら
7
名
の
正
副
議
長
ほ
か
関
係
者
が
出
席

し
た
。

　

研
修
会
は
、
南
雲
全
国
議
長
会
会
長

（
新
潟
県
）
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま

り
、
次
の
と
お
り
講
演
が
行
わ
れ
た
。

○
「
町
村
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
」

　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授

　

�

　
　
　
　
　
　

大
森　
　

彌 

氏

○
「
町
村
議
会
議
員
報
酬
に
つ
い
て
」

　
　

大
正
大
学
社
会
共
生
学
部
教
授

�

江
藤　

俊
昭 

氏

○
「
地
方
議
会
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

　
　

上
智
大
学
法
学
部
教
授

�

三
浦　

ま
り 

氏

 

全
国
町
村
議
会
議
長
会

都
道
府
県
会
長
会

町
村
議
員
共
済
会
代
議
員
会

全
国
町
村
議
会
議
員
互
助
会
代
議
員
会

（
一
財
）全
国
町
村
議
員
会
館
定
時
評
議
員
会

　�

　
新
潟
県
新
潟
市
で
開
く

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
は
、
5
月
31
日

新
潟
市
朱
鷺
メ
ッ
セ
2
階
「
メ
イ
ン
ホ
ー

ル
」
で
「
都
道
府
県
会
長
会
・
町
村
議
会

議
員
共
済
会
代
議
員
会
・
全
国
町
村
議
員

互
助
会
代
議
員
会
」
を
開
催
し
、
本
県
か

ら
原
田
会
長
（
愛
南
町
議
会
議
長
）
及
び

事
務
局
長
が
出
席
し
た
。

■
都
道
府
県
会
長
会

₁　

会
長
あ
い
さ
つ

₂　

来
賓
祝
辞

₃　

議　

題

　

⑴　

議
録
署
名
人
の
指
名

　

⑵　

役
員
及
び
都
道
府
県
会
長
の
異
動

　

⑶　

報
告
第
1
号　

町
村
議
会
の
制

度
・
運
営
に
関
す
る
検
討
委
員
会

　

⑷　

報
告
第
2
号　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対
す
る
声
明

　

⑸　

報
告
第
3
号　

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ

ル
発
射
に
対
す
る
抗
議
声
明

　

⑹　

報
告
第
4
号　

国
会
議
員
を
選
出

す
る
た
め
の
選
挙
制
度
へ
の
地
方
の

民
意
の
適
切
な
反
映
を
求
め
る
要
望

　

⑺　

報
告
第
5
号　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の

実
現
に
向
け
た
重
点
計
画

　

⑻　

報
告
第
6
号　
「
議
員
報
酬
・
政
務

活
動
費
の
充
実
に
向
け
た
論
点
と
手

続
き
」
報
告
書
の
活
用
と
今
後
の
方

向
性

　

⑼　

報
告
第
7
号　

新
個
人
情
報
保
護

法
施
行
に
伴
う
議
会
の
個
人
情
報
保

護
の
対
応

　

⑽　

報
告
第
8
号　

選
挙
公
営
に
関
す

る
条
例
の
制
定
状
況
調
査
結
果
概
要

　

⑾　

報
告
第
9
号　

経
過
報
告

　

⑿　

議
案
第
1
号　

役
員
の
補
欠
専
任

　

⒀　

議
案
第
2
号　

令
和
3
年
度
事
業

報
告

　

⒁　

議
案
第
3
号　

令
和
3
年
度
収
支

決
算

　

⒂　

議
案
第
4
号　

地
方
議
会
の
地
位

付
け
を
明
確
に
規
定
す
る
地
方
自
治

法
の
改
正
等
の
早
期
実
現
を
求
め
る

決
議

　

⒃　

そ
の
他
1　

三
議
長
会
が
開
催
す

る
全
国
大
会

■
町
村
議
会
議
員
共
済
会
代
議
員
会

　

⑴　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

　

⑵　

報
告
第
1
号　

令
和
4
年
度
事
業

計
画
及
び
予
算
に
係
る
専
決
処
分
の

承
認

　

⑶　

議
案
第
1
号　

監
事
の
補
欠
選
任

　

⑷　

議
案
第
2
号　

令
和
3
年
度
事
業

報
告
及
び
決
算

■
全
国
町
村
議
会
議
員
互
助
会
代
議
員
会

　

⑴　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

　

⑵　

議
案
第
1
号　

令
和
3
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算

■
一
般
財
団
法
人
全
国
町
村
議
員
会
館
定

時
評
議
員
会

 

［
決
議
］

　

第
1
号
議
案　

評
議
員
の
辞
任
に
伴
う

補
欠
選
任
の
件

　

第
2
号
議
案　

監
事
の
辞
任
に
伴
う
補

欠
選
任
の
件

　

第
3
号
議
案　

令
和
3
年
度
事
業
報
告

承
認
の
件

　

第
4
号
議
案　

令
和
3
年
度
決
算
書
類

承
認
の
件
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公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
佐
川
秀
紀
砥
部
町
長
）
は
、
令

和
4
年
度
第
1
回
定
例
理
事
会
を
5
月
25

日（
水
）11
時
00
分
か
ら
「
愛
媛
県
自
治
会

館
」
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
出
席
は
、
佐
川
秀
紀
（
理
事

長
）・
武
智
邦
典
（
伊
予
市
長
）・
西
岡
利

昌
（
砥
部
町
議
会
議
長
）・
松
浦
一
悦
（
松

山
大
学
経
済
学
部
教
授
）・
渡
部
明
忠
（
愛

媛
県
町
村
会
事
務
局
長
）
の
各
理
事
及
び

森
佑
布
（
愛
媛
県
市
町
振
興
課
長
）・
武
智

茂
記
（
愛
媛
県
市
長
会
事
務
局
長
）・
酒
井

啓
司
（
税
理
士
）
の
各
監
事
、
田
窪
出
納

役
等
。

　

第
1
回
定
例
理
事
会
を
開
催

　
　
　

 

令
和
３
年
度
決
算
を
承
認

（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
　

　

佐
川
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

定
款
の
定
め
に
よ
り
佐
川
理
事
長
が
議
長

に
あ
た
り
、
令
和
3
年
度
事
業
報
告
・
決

算
に
つ
い
て
審
議
し
、
一
同
に
諮
っ
た
と

こ
ろ
承
認
及
び
決
定
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
令
和
4
年
度
定
時
評
議
員
会
の

日
程
等
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
6
月
28

日（
火
）に
開
催
す
る
こ
と
で
決
定
し
た
。

　

さ
ら
に
、
令
和
4
年
4
月
か
ら
令
和
4

年
5
月
10
日
ま
で
の
職
務
執
行
状
況
に
つ

い
て
報
告
し
、
了
承
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
令
和
4
年
度
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
の
発
売
計
画
に
つ
い
て
説
明
し
、

売
上
促
進
の
協
力
方
依
頼
し
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
及
び
報
告
は

次
の
と
お
り
。

○
議
　
事

　

第
1
号
議
案

　
　

令
和
3
年
度
事
業
報
告
の
承
認
に
つ

い
て

　

第
2
号
議
案

　
　

令
和
3
年
度
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

　

第
3
号
議
案

　
　

令
和
4
年
度
定
時
評
議
員
会
の
開
催

に
つ
い
て

○
報
　
告

　

第
1
号
報
告

　
　

職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

は
、
5
月
2
日
に
N
O
S
A
I
え
ひ
め
で

「
令
和
4
年
度
事
業
等
事
務
説
明
会
」を
開

催
。
県
内
13
市
町
か
ら
担
当
者
14
名
が
出

席
し
た
。

　

説
明
会
は
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

₁　

開　

会

₂　

主
催
者
あ
い
さ
つ

₃　

協
会
の
概
要
に
つ
い
て

₄　

打
合
せ
事
項

①　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
）
及
び
新
市
町
村
振
興
宝

く
じ
（
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
）
の

Ｐ
Ｒ
の
協
力
に
つ
い
て

②　

基
金
交
付
金
に
つ
い
て

③　

市
町
交
付
金
に
つ
い
て

④　

貸
付
事
業
に
つ
い
て

⑤　

市
町
の
振
興
に
伴
う
イ
ベ
ン
ト
等

開
催
に
係
る
助
成
に
つ
い
て

⑥　

市
町
村
職
員
中
央
研
修
所
（
市
町

村
ア
カ
デ
ミ
ー
）
受
講
に
係
る
助
成

に
つ
い
て

⑦　

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

（
国
際
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
）受
講
に
係

る
助
成
に
つ
い
て

⑧　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
助
成
に

つ
い
て

⑨　

本
会
主
催
の
研
修
会
等
に
つ
い
て

⑩　

そ
の
他

　
　

・
市
町
の
年
会
費
等
に
対
す
る
助
成

及
び
寄
附

　
　
　

ア　
（
一
財
）
地
域
活
性
化
セ
ン

令
和
４
年
度
事
業
等
事
務
説
明
会
を
開
催

（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
　

タ
ー
年
会
費

　
　
　

イ　

ジ
ェ
ト
ロ
愛
媛
貿
易
セ
ン

タ
ー
負
担
金

　
　
　

ウ　

松
山
空
港
利
用
促
進
協
議
会

負
担
金

　
　
　

エ　

自
転
車
新
文
化
推
進
協
会
負

担
金

　
　
　

オ　

地
域
医
療
学
講
座
設
置
運
営

費
の
寄
附

　
　
　

カ　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
事
業

助
成
金

　
　

・
情
報
誌
「
え
ひ
め
イ
ベ
ン
ト
Ｂ
Ｏ

Ｘ
」
及
び
「
舞
た
う
ん
」

　
　

・
冊
子
「
愛
媛
県
市
町
要
覧
」
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５
月
の
会
と
催
し

▽
2
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

令
和
4
年
度
事
業
等
事
務
説
明
会

▽
9
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
令
和
4
年
度
第

1
回
全
員
連
絡
会

▽
10
日
＝
令
和
4
年
度
愛
媛
県
消
防
協
会

第
1
回
理
事
会

▽
11
日
＝（
一
財
）愛
媛
県
廃
棄
物
処
理
セ

ン
タ
ー
令
和
3
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
事
務
監
査

▽
12
日
＝
災
害
共
済
事
業
等
事
務
研
修
打

合
会（
テ
レ
ビ
会
議
）

▽
13
日
＝（
一
財
）愛
媛
県
廃
棄
物
処
理
セ

ン
タ
ー
令
和
3
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
事
務
監
査

▽
16
日
＝
四
国
圏
広
域
地
方
計
画
協
議
会

担
当
者
会
議（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
）

▽
17
日
＝
令
和
4
年
度
町
新
規
採
用
職
員

研
修
会（
18
日
ま
で
）

▽
18
日
＝
令
和
4
年
度
愛
媛
県
水
防
協
議

会
▽
19
日
＝
松
山
空
港
利
用
促
進
協
議
会
監

事
監
査
、
愛
媛
県
市
町
村
職
員
互
助
会

令
和
4
年
度
事
務
周
知
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
）

▽
20
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

令
和
3
年
度
会
計
監
査
、（
公
財
）愛
媛

県
国
際
交
流
協
会
令
和
3
年
度
事
業
報

告
及
び
決
算
に
係
る
監
事
監
査
、
愛
媛

県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
令
和
4
年
度

事
務
周
知
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
）

▽
23
日
＝（
一
財
）愛
媛
県
廃
棄
物
処
理
セ

ン
タ
ー
理
事
会

▽
24
日
＝
愛
媛
県
信
用
保
証
協
会
₂
₀
₂

　

₂
年
度
第
1
回
理
事
会

▽
25
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

令
和
4
年
度
第
1
回
定
例
理
事
会

▽
26
日
＝（
一
社
）愛
媛
県
農
業
会
議
5
月

定
例
常
設
審
議
委
員
会
、
第
6
回
愛
媛

県
県
立
学
校
振
興
計
画
検
討
委
員
会

▽
27
日
＝
全
国
町
村
会
政
調
幹
事
会
・
各

委
員
会

▽
30
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
議
長
・

副
議
長
研
修
会

▽
31
日
＝
愛
媛
県
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
第
1
回
検
討
会
、
全
国
町
村
議
会
議

長
会
都
道
府
県
会
長
会
・
共
済
会
代
議

員
会
・
互
助
会
代
議
員
会
、（
一
財
）全

国
町
村
議
員
会
館
定
時
評
議
員
会

　　

 

空
し
さ
と
愚
か
さ

　

♪
夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜
♪
の
新
茶
を

飲
む
と
、
一
年
間
無
病
息
災
で
過
ご
せ
る

と
言
わ
れ
る
日
本
の
5
月
。

　

2
月
24
日
、
平
和
な
日
常
生
活
を
営
む

隣
国
へ
い
き
な
り
の
侵
入
者
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
惨
劇
は
未
だ
止
ま
ら
ず
。

　

か
つ
て
我
が
国
で
も
、
国
と
国
と
の
約

束
事
（
不
可
侵
条
約
）
が
突
然
破
ら
れ
、い

き
な
り
の
侵
入
軍
。
し
か
も
終
戦
後
の
時

点
で
約
60
万
人
が
極
寒
の
地
へ
抑
留
さ
れ
、

乏
し
い
食
事
、強
制
労
働
を
強
い
ら
れ
、約

6
万
人
が
帰
国
か
な
わ
ず
彼
の
地
で
命
を

落
と
し
た
。先
の
大
戦
で
は
、国
内
の
隅
か

ら
隅
ま
で
木
造
住
宅
に
降
り
注
ぐ
焼
夷
弾

で
火
の
海
に
つ
つ
ま
れ
た
空
襲
に
よ
り
多

く
の
市
民
が
命
を
奪
わ
れ
、
人
類
唯
一
の

被
爆
国
と
な
っ
た
。
地
上
激
戦
地
と
な
っ

た
沖
縄
は
、
こ
の
5
月
15
日
、
本
土
復
帰

50
年
を
迎
え
た
。

　

今
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
市
民
生
活
は
、ミ
サ

イ
ル
爆
撃
、砲
撃
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。国

民
の
流
す
涙
と
や
り
場
の
な
い
怒
り
、
悲

劇
は
地
理
的
に
遠
く
で
あ
ろ
う
と
、
日
本

人
は
8
割
以
上
が
戦
後
生
ま
れ
で
あ
ろ
う

と
も
、
そ
の
悲
惨
さ
に
胸
が
締
め
つ
け
ら

れ
る
。

　

幸
い
に
し
て
今
の
日
本
は
、
険
し
い
周

辺
の
空
気
を
確
り
と
捉
え
、
備
え
に
怠
り

無
け
れ
ば
良
で
あ
る
…
。
国
内
は
何
ら
の

束
縛
も
な
く
自
由
に
発
言
、
行
動
で
き
る

平
和
社
会
で
あ
る
。
一
方
で
は
そ
れ
が
故

に
？
未
成
熟
か
ら
起
る
事
件
、
事
象
が
多

い
よ
う
な
気
が
す
る
。
先
ご
ろ
低
所
得
者

を
支
援
す
る
公
金
が
、
故
意
で
は
な
い
ミ

ス
を
我
が
得
た
り
と
海
外
の
カ
ジ
ノ
で
使

い
果
た
し
た
？
不
心
得
者
が
出
現
。
自
由

社
会
の
モ
ラ
ル
も
規
範
も
あ
っ
た
も
の
で

は
な
い
。

　

さ
て
、
5
月
12
日
、
日
本
の
国
立
天
文

台
な
ど
国
際
チ
ー
ム
が
天
の
川
銀
河
の
中

心
に
あ
る
巨
大
「
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
」
の

輪
郭
を
撮
影
し
た
と
発
表
し
た
。
光
、
ガ

ス
な
ど
全
て
を
呑
み
込
ん
で
し
ま
う
黒
い

穴
と
し
て
、
3
年
前
に
地
球
か
ら
夢
の
よ

う
に
遠
い
約
5
5
0
0
万
光
年
先
の
「
ブ

ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
」
を
世
界
で
初
め
て
視
覚

的
に
証
明
し
、
今
回
は
二
度
目
で
あ
り
約

2
万
7
0
0
0
光
年
と
地
球
に
格
段
に
近

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

全
て
を
呑
み
込
ん
で
し
ま
う
宇
宙
に
多

数
あ
る
と
さ
れ
る「
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
」の

話
に
比
べ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
軍
事
侵
攻
な

ど
、「
破
壊
」
と
「
虐
殺
」
の
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
。

さ
ら
に
穀
倉
地
帯
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
穀
物
輸

出
不
能
は
、
世
界
的
食
料
危
機
に
拍
車
を

か
け
食
料
争
奪
戦
を
起
し
つ
つ
あ
る
。

　

人
間
の
心
は
宇
宙
よ
り
限
り
な
く
無
限

で
あ
る
は
ず
。
行
動
の
前
に
侵
攻
作
戦
の

全
て
を
呑
み
込
む
度
量
が
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
リ
ー
ダ
ー
は
じ
め
人
間
た
る
者
、

戦
争
は
「
悲
惨
」
と
「
憎
し
み
」
し
か
生
ま

な
い
「
空
し
さ
と
愚
か
さ
」
を
事
前
に
気

付
い
て
ほ
し
か
っ
た
…
。
変
異
し
た
人
の

心
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
よ
り
質た

ち

が
悪
い
。

�

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
）

 

「
全
て
の
人
間
の
知
識
の
う
え
で
、も
っ
と

も
有
用
で
あ
り
な
が
ら
、も
っ
と
も
進
ん

で
い
な
い
も
の
は
、人
間
に
関
す
る
そ
れ

で
あ
る
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
る
。」

�

　
（
ル
ソ
ー　

フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
）
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